
― 高め合う 人権感覚 確かな未来－ 

 

 

 

 

 

 

  

         
 

 

 

 

 

北部市民フェスティバルは，２００３年度から始まりました。 

子どもの体験活動を中心に行っていた「わくわくドキドキこどもひろば」から，対象をおとなに

まで広げた「北部生涯学習フェスティバル」を経て，２００８年度からはさらに内容を充実させ「北

部市民フェスティバル」として行ってきました。 

そして，201５年度福山市市政施行１００周年には自治会連合会とイベント部会に取り組んだ

経過で， 実行委員会を組織して取り組みました。その後，まちづくり推進委員会と実行委員会を

組織し，様々な方の支えの中で続けられてきたイベントです。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

福田保育所 加茂保育所 
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市民・行政と協働で「市民主体の生涯学習活動の促進」と「協働のまちづくりの推進」を図

り，北部地域の活性化をめざすことを目的に実施してきた「北部市民フェスティバル」は，

2021 年度も新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止としました。 

                            北部市民フェスティバル実行委員会 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北部市民フェスティバルの     
歴  史 

2020・2021年度 
新型コロナウイルスが
猛威をふるいやむなく
中止とする。 



― 認め合おう みんな違って あたりまえ－ 

 

 

北部市民フェスティバルは，生涯学習と協 

働のまちづくりの推進とともに，北部地域の 

活性化をめざすことを目的にこれまで開催し 

てきました。 

市民・団体・行政の協働により，それぞれ 

の特長や個性を活かした市民主体の生涯学習 

活動の推進や人権学習，協働のまちづくりな 

どの啓発の場，さらには学区・世代・団体を 

超えた交流の場となってきました。 

 

 

出演する喜びを体感するとともに，参加者・ボランティア・行政が協

働でステージを作りあげていくことを通して，市民相互の連携と交流

を深めながら企画運営する喜びを体験。また，見る人の感動や興味を

引き出し生涯学習の輪の広がりへとつなげてきました。 

毎年，ステージのテーマを設定し，テーマに沿った 

運営をしてきました。複数の団体のコラボレーション 

もあり，ステージを盛りあげてくれました。 

 

 

 

 

 

 

みんなと楽しみながら，時には協力をしながら自分なり 

の満足と達成感を味わってもらえるような体験コーナー。 

 自分でじっくり時間をかけて作って遊ぶという体験から， 

ものづくりの楽しさを知り，うまくできなかったときもあ 

きらめないで，なぜうまくいかないのかを考え，工夫次第 

で遊べることを体験。 

  

 

地域の団体や多文化な模擬店 ベトナムの文化にふれる 

福山平成大学の学生

ボランティアが司会

をしてくれました 

 

 

たくさんの出演者，団体，

ボランティアのみなさま

大集合でステージを盛り

あげました 

「被爆アオギリ２世」

の剪定された枝や葉

っぱを使ったボード

づくりで 

命の大切さと平和

を考えたよ 

 

 

木の実や木っ端を

使って自由な発想

で作品をつくり 

自然と環境につい

て考えたよ 

 

手で触って読む文字

である「点字」を使

った名刺づくりで 

障がい者への理解

を深めたよ 

 



 

北部地域には，外国にルーツをもつたくさんの外国人が 

暮らしています。その人たちと直接触れ合ったり会話をする 

ことで知り合うことができ，大きなつながりがうまれました。 

 

多文化共生の花を咲かせる 

大切なコーナーとして， 

北部市民フェスティバルに 

位置づいてきました。 

 

           こんな子どもたちの頼もしい声に，背中を 

ポンっと押されるおとなもたくさんいました！ 

 

 

公民館・コミュニティセンター・交流館で活動するサークルや 

市民の方々，近隣の学校にもボランティアとして参加していただ

き，若さいっぱいで取り組む姿はすばらしかったと参加者からも

感想をいただいています。 

   

 

 

 

 

みんなと楽しみ，時には協力をしながら自分なりの満足と達成感を味わってもら

えるような運営をしました。 

 

 

北部地域で活躍されている団体がそれぞれの思い 

やノウハウを出し合い，交流しお互いを知ることで， 

つながりが深まりました。 

多世代・多文化の理解と関心が 

深まり，認め合うことで大きな力 

となっています。 

 

 

 

 

２０１１年度，東日本大震災の被災者を応援しようと，メッセ

ージの寄せ書きをし，フィナーレで「未来」の人文字をつくり，

寄せ書きの中央にプリントし，東北へ送りました。 

 

  

 

わたがしやポップコーン作り，着ぐる

みを着て練り歩き，クッキングや工作

の指導，ゴミステーションの仕分け作

業など 

 【パスポートより・・・】 

わたしのだいすきな子どもたちよ，

ようこそ，ほくぶしみんフェスティ

バルへ。 

さぁ，このパスポートをもって， 

ごきんじょりゅうがく＆スタンプラ

リーにしゅっぱつじゃ。 

わしのすばらしいヒントをもとに７

このスタンプをあつめてくれ。 

たくさんの人とあって， 

おはなしをすることを 

いのっておるぞ。      

ご近所留学 

ケニアの人と握手
をしたよ！ 

最初はちょっとこわいな～と思ったけ
ど，話をしたらとっても優しかったよ！ 

中国やベトナムのあ
いさつを覚えたよ！ 

今後も状況に合わせて実施形態を工夫しながら，地域の活性化，出会い，
つながりのきっかけとなるよう企画をしていきます。 


